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令
和
２
年(

２
０
２
０
年)
度

柘
植
ま
ち
協
の
事
業
計
画

前
号
（
２
５
７
号
）
で
速
報
し
ま
し
た
よ
う
に

今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
は
書
面
議
決
に
よ

り
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
各
事
業
に
つ
い
て
、
委
員
会
、
部

会
の
順
で
紹
介
し
ま
す
。

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
中

止
や
延
期
な
ど
予
定
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
事
業
内
容
・
予
算
は
、

『
議
案
書
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
真
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

ま
た
、
新
し
い
規
約
は
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
く
だ

さ
い
。

協
議
会
運
営
に
関
わ
る
事
業

①
情
報
発
信
活
動

②
研
修
活
動

③
事
務
局
運
営
経
費

④
そ
の
他
必
要
な
事
業
経
費

委
員
会
別
の
事
業

（
防
災
委
員
会
）

自
主
防
災
力
向
上
事
業

①
防
災
訓
練
・防
災
研
修

②
防
災
井
戸
の
検
討
・充
実

（
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
）

人
権
啓
発
合
同
事
業

①
合
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

②
人
権
啓
発
映
画
一
斉
上
映
会
ほ
か

※
伊
賀
支
所
人
権
同
和
問
題
地
区
別
懇
談
会

（
柘
植
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）

「
つ
げ
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
」
の
活
動

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

①
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会

②
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
支
援

※
今
年
は
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
）

公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
活
動

原則、7月から
活動はスタート

します！

分
野
別
の
事
業

人
権
・
同
和
分
野

（
人
権
・同
和
部
会
活
動
）

・柘
植
地
域
及
び
い
が
ま
ち
人
権
学
習
・懇
談
・交
流

・柘
植
住
民
及
び
部
会
員
へ
の
広
報
・研
修
・啓
発

健
康
・
福
祉
分
野

（
健
康
・
福
祉
部
会
活
動
）

・健
康
づ
く
り
推
進

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

生
活
・
環
境
分
野

（
生
活
・環
境
部
会
活
動
）

・家
庭
系
ご
み
の
適
正
処
理
に
係
る
啓
発

・安
全
安
心
の
公
安
活
動
と
環
境
保
全

・水
資
源
に
関
す
る
調
査
研
究

教
育
・
文
化
分
野

（
教
育
・
文
化
部
会
活
動
）

・各
種
の
講
演
会

・コ
ン
サ
ー
ト
等
の
開
催

・夏
休
み
等
こ
ど
も
の
遊
び

産
業
・
交
流
分
野

（
産
業
・交
流
部
会
活
動
）

・各
種
の
研
修
会

・有
害
鳥
獣
対
策

・柘
植
駅
・駅
周
辺
の
観
光
面
充
実

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情

報
は
、
ま
ち
協
Ｈ
Ｐ
の

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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発

行

柘
植
地
域
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←収入の約７５％は市からの「地域包括交
付金」が占めています。
2018年度比で１５％減額となっています。４年

後にはさらに減額され、3,874,000円（2018年

度比３６％減額）となることが決まっています。

「各区に関わる費用」には、伊賀市との協
定による広報配布や各種委員の選出など
の費用が含まれています。
「基金積み立て」は、将来の「地域包括交

付金」減額を見込んでのものです。 →

生
活
行
動
圏
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
自
動

車
用
「
圏
域
証
」
を
市
当
局

が
作
成
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ

る
方
は
、
伊

賀
市
Ｈ
Ｐ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
ま
ち
協
事
務
局
で

も
必
要
な
方
に
は
コ
ピ
ー
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

市
当
局
は
、
こ
の
春
改

定
の
関
西
線
・
草
津
線
等

の
時
刻
表
（
２
種
）
を
配

付
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
協

事
務
局
（
市
民
セ
ン
タ
ー
）

に
あ
り
ま
す
。
必
要
な
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
交
流
部
会
で
は
、
「
柘

植
駅
・
駅
周
辺
の
観
光
面
充

実
事
業
」
と
し
て
、
定
期
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
駅
構
内
＆
駅
前
美
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

手
作
り
ガ
ウ
ン
を
作
っ
て
社
会
貢
献

防
災
委
員
会

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
医
療

従
事
者
が
使
用
す
る
メ
イ

ク
ガ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
学
ん
で
き
た
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
呼
び
か
け
、

６
月

日
（
土
）
と

日

１３

２０

（
土
）
に
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
「
ポ
リ
袋

ガ
ウ
ン
」
を
作
成
。

出
来
上
が
っ
た

着
を

７８

み
え
防
災
市
民
会
議
伊
賀

ブ
ロ
ッ
ク
へ
届
け
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
伊
賀
市
内
の
医

療
機
関
等
で
使
用
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

今
後
の
感
染
病
対
策
と
し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
社
会
貢
献
と
し
て
支
え
合
い
の
気
持
ち
を
も
っ
て

い
た
い
も
の
で
す
。

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
『
ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
』
や
そ
の
他
の
チ
ラ
シ
に
つ
い

て
は
、
発
行
回
数
と
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
す
と
い
う
方
向
性

の
下
、
紙
面
の
内
容
が
広
く
浅
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
と
を
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
ま
ち
協
の
お
知
ら
せ
は
、
逐

次
Ｈ
Ｐ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
ま
す
（
１
頁
参

照
）
。
▼
次
号
で
は
、
例
年
実
施
の
「
い
が
ま
ち
合
同
区

長
集
会
」
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
西
柘
植
＆
壬
生
野

と
の
お
つ
き
あ
い
も
減
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
区
長
同
士

が
知
り
合
う
こ
と
か
ら
。
▼
近
所
と
の
つ
き
あ
い
も
少
な

く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
国
連
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
西
田
方
計
）


